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１．はじめに 

人類社会の持続的存続には、環境問題を広い視野から考え、問題の解決に向けて行動できる人材の育成が必要

である。そのような人材育成には、人文・社会・自然科学の垣根を越えた学際的で実践的な教育プログラムの構

築が極めて重要となる。その中でも実践的な環境教育への期待は大きく、2000 年には国連における日本主導の

「持続可能な開発のための教育の 10 年」がスタートし１）、日本では環境教育の推進を目的とした「環境保全活

動・環境教育推進法」が 2003 年に成立した２）。 

東海大学では、環境分野における学際的な人材の育成とその成果を、地域社会に還元することを目的の一つと

した環境憲章を 1997 年に発表している３）。また、教養学部では、広い視野を持った人材育成を目的に、学部共

通科目を段階的に履修させ、実践系科目に結び付ける共通領域を構築している。さらに、教養学部人間環境学科

では、自然科学系と人文・社会科学系カリキュラムを融合させた人間環境領域（総合環境科学系）を構築し、人

間環境に関わる様々な問題を、人文・社会・自然科学の枠にとらわれない広い視野から考え、問題解決に向けて

行動できる人材の育成を目的に、実践的な環境教育プログラムを実施している４、５）。この特徴的な環境教育プ

ログラムは、2011 年度の日本学術会議環境学委員会環境思想・環境教育委員会 21 期提言の中で引用されるに至

っている６）。こうした背景のもと、我々は、様々な体験型環境教育プログラムを実施してきた７－５４）。この湘南

里川づくり地域共生プロジェクトは、2012 年度から実施している５５－６５）。 

今回は、教養学部共通実践科目である人間学２「湘南里川づくり地域共生プロジェクト：流域活動団体連携コ

ース」の 2020 年度実施概要について報告する。 

 
２．目的及び実施概要と結果 

「湘南里川づくり」は、湘南地域のふるさとの川である金目川水系流域の自然や文化、くらしを地域の貴重な

財産として次世代を担う子どもたちに引き継いでいくために、市民（湘南里川見守り隊）と行政の協働により河

川等の保全・活用に取り組む活動のことである。本プロジェクトは、流域団体の活動をネットワーク化し、「湘

南里川づくり」を流域全体に広めるこの活動と連携する。学生は、それら流域団体の連携を図る目的で実施する

「湘南里川づくりフォーラム」に企画段階から参加し、実際にフォーラムの運営に携わることを目的としてい

る。しかしながら、２０２０年度は、新型コロナウィル感染拡大の影響で、「湘南里川づくりフォーラム」の開

催が中止となってしまった。 

そこで、２０２０年度は湧水に注目したプログラムを実践した。里川づくりのフィールドである金目川が流れ

る秦野市は、周囲の山地からの地下水が貯留する神奈川県で唯一の盆地であり、数多くの湧水が存在している。

学生は、この湧水の現状を調査し、各自の地元近隣の湧水と比較検討を行い、その結果をレポートにまとめた。
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そのレポート内容の一部は、引用文献以降にまとめて掲載した。 
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49）藤野裕弘・内田晴久 他：地域社会と連携した体験型環境教育の試み～環境ＮＰＯとの連携を中心に（１０）～．東海

大学紀要教養学部､第５０輯．２８３－２８９(２０１９)． 
50）藤野裕弘・日比慶久 他：地域社会と連携した体験型環境教育の試み～初等中等教育と連携した人材育成を中心に（１

０）～．東海大学紀要教養学部．第５０輯．２９１－２９７（２０１９）． 
51）藤野裕弘・日比慶久 他：大学と地域が連携したスタディ・ツアーの検討：２０１８年度概要～知床試行演習：世界自
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然遺産を活用した実践的環境教育プログラムの構築に向けて．東海大学紀要教養学部．第５０輯．２９９－３１７（２

０１９）． 
52）藤野裕弘・倉元隆之 他：地域社会と連携した体験型環境教育の試み～環境ＮＰＯとの連携を中心に（１１）～．東海

大学紀要教養学部､第５１輯．１３７－１４２(２０２０)． 
53）藤野裕弘・内田晴久 他：地域社会と連携した体験型環境教育の試み～初等中等教育と連携した人材育成を中心に（１

１）～．東海大学紀要教養学部．第５１輯．１４３－１４６（２０２０）． 
54）藤野裕弘・日比慶久 他：大学と地域が連携したスタディ・ツアーの検討：２０１９年度概要～世界自然遺産を活用し

た実践的環境教育プログラムの構築に向けて．東海大学紀要教養学部．第５１輯．１４７－１５９（２０２０）． 
55）藤野裕弘・二宮洋 他：湘南里川づくり地域共生プロジェクト～ふるさとの川を次世代に継承する：２０１２年度概要

～．東海大学紀要教養学部．第４４輯．２８５－２９５（２０１３）． 
56）藤野裕弘・二宮洋 他：湘南里川づくり地域共生プロジェクト～ふるさとの川を次世代に継承する：２０１３年度概要

～．東海大学紀要教養学部．第４５輯．３７３－３８７（２０１４）． 
57）藤野裕弘・室田憲一：湘南里川づくり地域共生プロジェクト：２０１４年度概要～流域活動団体連携コース：金目川水

系が目指す里川らしさ～．東海大学紀要教養学部．第４６輯．２７５－２８７（２０１５）． 
58）藤野裕弘・落合由紀子 他：湘南里川づくり地域共生プロジェクト：２０１５年度概要～流域活動団体連携コース：金

目川水系の今後～．東海大学紀要教養学部．第４７輯．３５１－３７３（２０１６）． 
59）藤吉正明・高木俊之 他：湘南里川づくり地域共生プロジェクト～流域遊休地活性化コース：藍植物の栽培と染色～．

東海大学紀要教養学部．第４７輯．３７５－３７９（２０１６）． 
60）藤野裕弘・室田憲一 他：湘南里川づくり地域共生プロジェクト：２０１６年度概要～流域活動団体連携コース：金目

川水系の今後～．東海大学紀要教養学部．第４８輯．３４９－３６９（２０１７）． 
61）藤吉正明・隈本純 他：湘南里川づくり地域共生プロジェクト～流域遊休地活性化コース：水田での酒米栽培～．東海

大学紀要教養学部．第４８輯．３７１－３７６（２０１７）． 
62）藤野裕弘・室田憲一 他：湘南里川づくり地域共生プロジェクト：２０１７年度概要～流域活動団体連携コース：金目

川水系の今後～．東海大学紀要教養学部．第４９輯．４０７－４２２（２０１８）． 
63）藤吉正明・隈本純 他：湘南里川づくり地域共生プロジェクト（最終報告）～流域遊休地活性化コース：水田内に生育

及び生息する希少動植物の記録～．東海大学紀要教養学部．第４９輯．４２３－４２８（２０１８）． 
64）藤野裕弘・室田憲一 他：湘南里川づくり地域共生プロジェクト：２０１８年度概要～流域活動団体連携コース：金目

川水系の今後～．東海大学紀要教養学部．第５０輯．３４５－３６１（２０１９）． 
65）藤野裕弘・日比慶久：湘南里川づくり地域共生プロジェクト：２０１９年度概要～流域活動団体連携コース：金目川水

系の今後～．東海大学紀要教養学部．第５１輯．１８７－２０６（２０２０）． 
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